







































































































































































































初は、この卵生の原則が生物としてのひとつの生存戦略でしたが、それから一歩進んで哺乳類になった段階で、そうではなく、数は少ないけれども身ごもった子どもをきちんと育て い 戦略 切換えました。
そうなりますと、哺乳類はどうしても子どもが自立するまでは親が
























緒に追い詰めて、ヤリでブスッと刺し の すが、そのとき最初にヤリを刺した人には、一番ヤリとしての特典があります。 れはイノシシの頭です。ですから 獲った人は、うれしそうに頭を叩いて割って、そのなかから脳みそを取り出して、そ 脳みそを洗って持ち帰 した。 して食べ れないイノシシの鼻は、犬にごほうびとしてあげていました。そういうかたちで平等に分配するのです。
なぜ平等に分配するのかと申しますと、たまたま久連子の場合は三
人の猟師さんでしたが、基本的に狩猟の集団 もっと大が りな人数です。そのときに、マタギ 人びとは鉄砲 クマ、シカ、イノシシ
な





































































りますが、さらにミサのときに神父さんが信者に白 パンを配ります。いまはワインは一緒 飲みませんが、昔は必ず、ミサのときにワインを飲んで、パンを食べました。それが、 との誓約の場、つまり神との共食の場になるわけでして、キリスト教のミサにおけるワインはキリストの血 代わりであり、パンは の体 見立
てられます。























































































































































































に食べるということも行われていました わ われは神様を呼んで、いろいろお願いしますが、神を呼ぶための装置があって まず竹や木を四本立てて、そこに注連縄を張り、食べも を供えます。 れはどういう意味を持つかと うと、四本の柱は依代 いって、神様が降りて来る場所です。したがって、この 神の住居であるこ を示します。そして、注連縄に吊る御幣は、いわば神様 着物 す。
住居があって、着物があれば、もうひとつ重要なのは食べものです。






































































事では、神饌を一緒に食べる いうイメージが湧かないか 思います。これには近代の歴史的な問題があります。まず神饌には生饌と熟饌があり、生饌 生の食べもの、熟饌は調理した べものです。現在では生饌が原則になっておりまして 神様に捧げるときには調理 しな 、そのままの魚や野菜などを捧げています。
ところが、いつ、これが始まったかというと、昔からなかったわけ









す。九州には餅直会という言葉が残っていますが、正月、神棚に鏡餅を捧げておき、松が明けるとその鏡餅を下げて、それを人間が雑煮して食べます。そうすると、正月の七日間に神様が食べた餅を、今度は人間が ることになり、この神人共食によって、その年一年間の家族の安全や豊作という願いがかなう可能性 高くなると うことで、神様に捧げた餅を一定期間が過ぎたら人間が食べるという餅直会をいまでもやっているのです。これも神人共食の一種でして、そ いう行為によって人間と神の距離が縮まることになります。
これをもう少し広い場面で見ていきますと、われわれ日本人の農耕
のお祭は春祭と秋祭です。言うまでもなく、日本は農耕民族 なかでもコメを非常に重要な作物としてき たから コメをつくり始め前の春の祝祭と秋の収穫祭が日本で最大のお祭とな のです。
じつは春の祝祭は、いまは花見というかたちで残っています。農村




























































































































ですが、そうする 実際の収穫から一カ月空い しまいます。なぜかというと、植物が実ったということは、植物 生命が一度死んだことになります。穀霊がいったん死にますから そ 死んだ魂を慰めなけ






ちばん最初にやる新嘗祭を大嘗祭といいます。これは天皇の交代儀礼の一種であり、かなり大々的に行われ 皇居の水田で刈った稲ではなく、悠紀国と主基国 らの稲 捧げます。
悠紀国は東日本、主基国は西日本の国ですが、厳密には悠紀国と主





























































った酒と餅を神饌として神に捧げます。ただ、天皇というと、いかにもコメの司祭者であることに間違いありませんが 実際にはアワ・ヒエも一緒に神様に捧げて、食べ います。つ り、農耕全般 わたって、水田 畑も、両方の作物とも神様に捧げて、それを神と共食 ることが 現在でも国の象徴である天皇の仕事とし 行わ ているのだ、ということをご理解いただければと思います。
神饌はコメと餅と酒でして、先ほども申しましたように、明治時代








たものや鳥を神様に捧げ、それを神とともに共食しています 椎葉の神楽のときも、一昼夜かけて神楽が舞われますが、その次の日にはイノシシの頭を雑炊にして食べます。私たちも見学に行き た 、そうやって食べさせてくれました。そういうかたちで神 捧げたも を人間が食べるということは、現在も行われてい す。
このような特殊神饌は、地方の大きな神社に残りましたが、本来は
天皇の力が及ぶようになってからコメ中心 変 りました。しかし基本的にはその土地の狩猟の獲物などをその土地の神に捧げるこ が今日までずっと続いて行われていることになります。
他の角度から共食の問題を考えてみますと、先ほど古代の話をしま


















































































































請文を焼いて、一味神水の儀式をおこなって、比叡山に強訴に行ったという記述が出 きます。比叡山に強訴に行くという とは、下手をする 比叡山の
僧兵とぶつかって戦闘になる可能性がありますから、























































































































制の厳しい社会でしたから、共食と身分が非常に密接に絡まっ きす。共食を行うというのは、集団的な同一性 確認 る場で
すから、































































































































ら始まり、そ 後から料理が出て、三献まで進んだところで七五三の本膳が出て、その後、四献、五献、六献、七献と続い 、十七献まで出ていますから 一晩かかります。能の番組を一つずつ観ながら、酒を飲み、食べる。そうすると また次の 始まる。そういうかたちですから、夕方から始まって、翌朝七時ぐらいまでかかりますし、じつは椎葉の神楽も、三十三番をやりま から、次の朝まで かります。
このように夜を徹した宴会が行われて、将軍、および御相伴衆、御
供衆、御走衆という、将軍の周りにいる二十数名の連中は とくに豪華な料理が振る舞われました。それより身分 低い御部屋衆、申次詰衆、御小人 は、献立の数
がずっと減ってしまいます。さらにそれよ









という言葉もここから来ているという説があります 、要 るに特別扱いするという意味です。身分が高ければ 将軍と同じ合火としての調理になりますが、身分が下がると火が違ってくると うかたちで、火を変えるのです。これも共食の問題です。
この火の問題は、けっこういろいろありまして、一緒に食べ
るかど








































































































一会⽞という詩集が好きなのですが、この詩集のあとがきにある⽛食卓は、ひとが一期一会を共にする場。そういうおもいが、いつもずっと胸にある。食卓につくことは、じぶんの人生の席につくこ 。ひとがじぶんの日々にもつ人生のテーブルが、食卓だ。かんがえてみれば、人生はつまるところ、誰と食卓を共にするか いうことではないだろうか⽜という言葉は、まさに見事に共食の意義 物語ってい 文章だと思います。
ところが、現代社会では、共食に対して孤食という言葉が盛んに使
われています。昔は、基本的 全部、共食でした。旅 出 とか、山仕事に行くとか、そういう き 離れた場所 弁当などを食べますが、基本的に食事は共同でとるのが原則だっ のです。ところが、現代社会になって、家族間の分業 進み、生活
時間が違ってくると、
一緒に食べることができなくなって、分業社会 多様化のなかで現代社会における個食・孤食が発展してき しまい した。
そういうなかで、共食と家族 いう問題がだんだん失われつつあり
ます。これは分業社会の多様化という問題と食の供給システムの問題があって、お金さえ出せば簡単に、駅前などで朝飯を ことができますし、コンビニで弁当を買ってきて 自分で食べることができます。このように現代社会においては、共食という、人間の集団的なきずな
を示す機会が、家族のなかでも失われているということを申し上げて、私の拙い話を終わらせていただきます。ご清聴、どうもありがとうございました。
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